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火
災
の
最
も
多
い
季
節
で
す

　
昨
年
一
年
間
の
新
潟
県
の
火
災

発
生
件
数
を
見
ま
す
と
、
九
百
八

十
六
件
も
発
生
し
、
負
傷
者
百
六

十
三
人
、
死
者
二
十
三
人
を
出
し

て
い
ま
す
。
中
里
村
も
昨
年
三
件

の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
昔
か
ら
地
震
、
雷
、
火
事
、
お
や

じ
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
火

事
は
、
一
瞬
の
間
に
す
べ
て
の
も

の
を
灰
と
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
冬
か
ら
春
に
か
け
て
は
、
乾
い

た
風
が
吹
く
こ
と
が
多
く
、
一
年

で
一
番
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

期
で
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
火
災
原
因
の
ト

ッ
プ
は
タ
バ
コ
に
よ
る
も
の
で
す

か
ら
、
愛
煙
家
の
方
は
、
タ
バ
コ

の
火
に
十
分
注
意
を
払
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
一
時
懸
　
繊
謂
衆
は

お
済
鍵
繭
翫
蠣

　
旧
軍
人
に
対
す
る
一
時
恩
給
と

一
時
扶
助
料
の
請
求
期
間
が
晦
班

に
な
り
ま
す
。

実
在
職
年
数
が
引
き
続
き
三
年
以

上
七
年
未
満
の
旧
軍
人
又
は
そ
の

遺
族
に
、
一
時
恩
給
又
一
時
扶
助

料
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
昭
和
五
十
七
年

七
月
三
十
一
日
で
請
求
期
間
が
時

効
と
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
未
請
求
者

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
社
会
福
祉

課
福
祉
係
に
御
連
絡
下
さ
い
。

持
家
語
覇
策
郵
業
資

金
を
貸
齪
艀

　
県
で
は
、
持
家
促
進
と
木
材
関

連
業
界
の
振
興
を
図
る
た
め
、
住

宅
建
設
資
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
貸
付
け
の
条
件

　
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
は
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

O
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の

住
宅
を
建
設
（
新
築
購
入
、
増
改

築
を
含
む
）
し
よ
う
と
す
る
人

o
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
な
け
れ

ば
住
宅
を
建
設
で
き
な
い
人
で
、

前
年
一
年
間
の
収
入
金
額
又
は
所

得
金
額
が
次
の
額
以
下
の
人

　
給
与
所
得
の
み
の
人

　
　
収
入
金
額
　
七
〇
〇
万
円

　
そ
の
他
の
人

　
　
所
得
金
額
　
五
二
五
万
円

O
住
宅
金
融
公
庫
の
昭
和
五
十
七

年
度
第
一
回
個
人
住
宅
の
融
資
を

受
け
て
住
宅
を
建
設
す
る
人
（
増

改
築
に
つ
い
て
は
公
庫
利
用
も
問

い
ま
せ
ん
）

▼
貸
付
内
容

　
貸
付
限
度
　
一
戸
当
り
・
四
百

　
　
　
　
　
万
円

　
利
率
及
び
償
還
期
間

　
・
木
造
一
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　
以
下

　
　
　
年
四
・
五
％
十
五
年
以
内

　
・
木
造
二
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
を
超
え
る
も
の
及
び
非
木
造

　
　
　
年
六
・
○
％
十
年
以
内

▼
受
付
期
間

　
　
四
月
三
十
日
（
金
）
ま
で
受

　
け
付
け
て
い
ま
す
．

▼
申
込
書
の
頒
布
・
受
付

　
最
寄
り
の
取
扱
金
融
機
関
の
窓

　
口

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
土
木
部

建
築
住
宅
課
　
電
話
（
〇
二
五
二
）

二
四
i
三
八
〇
三
へ
。

“
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
”

　
待
ち
に
待
っ
た
雪
国
の
春
、
そ

れ
は
ま
た
結
婚
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

を
告
げ
る
季
節
で
す
。

　
例
年
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と

各
地
か
ら
の
お
祝
い
電
報
が
殺
到

し
ま
す
。
そ
の
た
め
式
当
日
に
発

信
さ
れ
ま
す
と
、
せ
っ
か
く
の
電

報
も
式
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
も

で
て
き
ま
す
。

　
電
電
公
社
で
は
、
こ
の
対
策
と

し
て
配
達
日
の
十
日
前
か
ら
配
達

日
を
指
定
し
た
電
報
の
受
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
式
当
日
の

三
日
前
ま
で
に
お
祝
い
電
報
を
発

信
さ
れ
ま
す
と
、
一
通
百
五
十
円

を
割
り
引
き
す
る
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

蹴
茄

穿
　
　
卿

　
ヤ

わ
ゐ

ぐ
包
b
の

〆
毎
生
　
　
・
9

齢
　
　
　
φ

0
0

お電

は

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
人
の
動
き

も
活
発
に
な
り
転
勤
、
引
越
し
、

新
増
築
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
電
話
も
例
年
こ
の
時
期
に
な
る

と
、
工
事
の
申
込
み
が
殺
到
し
、

特
に
四
月
は
平
常
月
の
五
割
増
し

と
な
り
工
事
が
遅
れ
が
ち
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
電
話
局
で
は
引

越
し
の
際
な
ど
に
電
話
が
す
ぐ
使

え
る
よ
う
に
、
お
客
様
に
次
の
こ

と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
引
越
し
」
　
「
家
の
増
改
築
」

に
よ
る
電
話
の
移
転
は
、
お
早
め

に
予
約
す
れ
ば
、
希
望
の
日
に
工

事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

お
早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

十
日
町
電
報
電
話
局

T
E
L
2
五
蓋
ー
二
i
二
六
〇
〇

善
蕊
励
Ψ
う

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
本
屋
敷

　
井
ノ
川
敏
夫
さ
ん
か
ら
三
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

④
・
㊥
・
（
＠
・
⑱

＊
産
　
声
＊

麻
奈
美
（
樋
口
　
裕
一
）
朴
木
沢

恵
美
（
鈴
木
隆
夫
）
重
地

二
郎
（
南
雲
道
夫
）
掘
之
内

和
教
（
江
口
興
一
）
干
溝

＊
昇
　
天
＊

高
野
ヱ
キ
オ

滝樋保山南村山
沢口坂田雲山本

リミ　金ク重リ
タチ武松二行ン

83　76　82　79　76　78　80　74

如
来
寺

上
　
山

田
　
沢

掘
之
内

土
　
倉

宮
　
中

通
り
山

田
　
代
・

編
集
後
記

オと．

／で醸々／
じ
　
・

　
　
じ
　
。
。

チ
　
　
　
プ

⊆
ジ
。

、

0
0

物　N　と一

罫
、．＼

　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
マ

　
あ
た
し
の
匂
レ
わ

　
ろ
プ
キ
ぢ
か
ら
．
て

、
身
を
出
さ
な
い
で

　
　
　
　
　
　
ぬ
っ
，
い

v
i

2

　
｝

　
　
冒

〆

　
「
Q

ぺ
　
　
　
ぺ

り
．
わ
わ
い
く

な
い
．

　っ

　
V
マ

4
．

イ

別

兜卿
ください。

とき重要な役割

ず記入してきて

予防接種
う防接種をスムー

）ことに留意して

丑診票は、診察の

F果しますので動

　予防接種を1
次のことに留ヌ

★問診票は、i

　を果します（

　ください。

★未就学児（1

　を持参して・

★接種対象者（

　き、接種を1
　う。ズ接種（

　者を対象と
　す。）

★必ず体温をi

　（診察の際、

★乳幼児の場

　知つている、

　さい。

乳幼児）は、田子手帳

ください。

の健康状態の良好なと

受けるようにしましょ

の日程の最後に朱接種

した日が設けてありま

計ってきてください。

非常に困りまず。）

合は．健康状態を良く

人が同行してきてくだ

当Eヨは、過激な運動、

ないようにしましょう

★
雪
に
苦
労
を
し
な
が
ら
も
春
の

雪
融
け
を
迎
え
、
川
岸
の
ふ
き
の

と
う
や
、
山
に
生
え
て
い
る
ノ
ノ

ツ
キ
バ
ナ
を
見
る
と
と
て
も
心
が

な
ご
み
ま
す
。

★
雪
融
け
を
迎
え
る
と
、
ま
た
、
忙

が
し
い
農
作
業
の
は
じ
ま
り
で
す
。

　
春
先
き
は
、
体
も
な
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、
急
に
体
を
酷
使
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

★
春
は
子
供
た
ち
が
待
ち
に
待
っ

た
季
節
で
す
。
軒
下
で
は
ビ
ー
玉

遊
び
、
川
で
は
、
ふ
き
の
と
う
と

つ
く
し
で
ま
ま
ご
と
遊
び
、
春
は

と
て
も
良
い
季
節
で
す
。

★
村
も
新
年
度
に
入
り
、
豊
か
な

村
づ
く
り
の
た
め
に
精
一
杯
の
努

力
を
し
て
行
き
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

羅鰹
難麗

0田
1鱒晒難

．
、
（
反

、
・
・
欝
盗
羊

、
欝

霧
～
　
　
　
．
照
、

轟
雛
潔羅

、
欝

鷲撚
決
、

灘
灘
麟
礎
，

挙

鑑

饗

　
　
　
　
　
　
）
）

　
　
　
　
9
　
　
　
6

　
　
　
農
U
り
∠
う
∂

　
ヒ
　
　
　
　
一

の
L
（
（
（
（

村
朔
竈
説

の
は
ス
翫
翫
L

ち
胸
・
　
数

た
　
男
女
帯

　
　
　
　
　
　
　
世

私
　
■
　
　
■

峰後

　　　をへ耀・停電の》雛
辱＿．．曹．．＿＿一．一．．．翌撫．

4月14日㈱午後1時・

。　　　　芋川新
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円21億十邑商会般

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
予
算
案
を
審
議
す
る
第
一
回
中
里
村
議
会
定

例
会
が
去
る
三
月
九
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
十
日
問
の
会
期
で
開
か

れ
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
予
算
案
総
額
二
十
六
億
八
千
八
百
十
五

万
円
が
提
出
さ
れ
十
六
日
の
本
会
議
で
審
議
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
豊
か
な
村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
各
種
の
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
予
算
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
ま

す
。

開
発
課
新
設

　
中
里
村
で
は
、
こ
の
度
住
民
の

要
望
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た

め
に
、
中
里
村
課
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
し
、
行
政
機
構
の
改
善

を
図
り
ま
し
た
。

　
こ
の
改
善
の
目
的
は
、

一
、
窓
口
事
務
の
一
本
化
を
図
る
。

二
、
各
課
の
事
務
分
担
を
見
直
し
、

　
効
率
の
よ
い
機
構
に
す
る
。

三
、
豊
か
な
村
づ
く
り
を
す
す
め
る

　
た
め
に
、
企
画
開
発
、
商
工
観

　
光
の
充
実
を
図
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
中
里
村

で
は
、
産
業
課
を
農
政
課
と
開
発

課
に
分
割
し
、
開
発
課
に
は
企
画

開
発
係
、
商
工
観
光
係
、
林
政
係

を
置
き
、
農
政
課
に
は
農
業
振
興

係
、
農
地
整
備
係
、
農
業
共
済
係

を
置
き
ま
し
た
。

　
社
会
課
を
社
会
福
祉
課
と
改
め

住
民
係
と
福
祉
係
を
置
き
、
従
来

保
健
課
で
取
扱
っ
て
き
た
国
民
健

康
保
険
事
務
と
合
せ
て
行
い
窓
口

事
務
の
一
本
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
保
健
課
は
健
康
管
理
室
と
改
め

村
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、

各
種
の
検
診
、
疾
病
の
予
防
、
歯
科

診
療
を
ま
と
め
て
新
設
さ
れ
た
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
総
合
セ
ン
タ

ー
に
移
転
し
て
学
校
教
育
、
杜
会

教
育
、
村
史
編
さ
ん
の
業
務
を
一

括
し
て
行
う
体
制
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
新
し
い
課
の
設
置
、

一
部
の
課
の
移
動
、
業
務
内
容
の

変
更
等
を
行
い
ま
し
た
が
、
あ
く

ま
で
も
住
民
へ
の
利
便
と
対
応
を

主
眼
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
一
層
の
ご
利
用
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
活

力
あ
る
村
づ
く
り
の
た
め
の
第
一

条
件
で
す
。
今
年
も
こ
う
し
た
考

え
方
で
道
路
整
備
を
す
す
め
る
と

と
も
に
、
冬
場
の
交
通
確
保
に
も

万
全
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
、
道
路
を
整
備
す
る
場
合

支
障
と
な
る
の
が
用
地
買
収
問
題

で
す
。
今
後
は
、
用
地
買
収
が
決

ま
っ
た
路
線
か
ら
遂
次
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
村
道
〉

★
田
沢
・
荒
屋
線
改
良
三
六
〇
m

★
宮
中
・
本
屋
敷
線
改
良
二
〇
〇
m

★
山
崎
・
干
溝
線
改
良
一
一
〇
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
納

　
　
　
　
　
　
　
鰍

嚢
畷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ぜ
．
一
蜘
瀦
進

★
貝
野
下
村
線
改
良
　
二
八
O
m

★
重
地
・
小
出
線
改
良
二
〇
〇
m

★
田
沢
下
村
線
改
良
　
一
八
O
m

★
田
沢
・
山
崎
線
改
良
　
一
八
O
m

★
田
沢
・
荒
屋
線
舗
装
三
六
〇
m

★
宮
中
・
本
屋
敷
線
舗
装
二
〇
〇
m

★
山
崎
・
干
溝
線
舗
装
二
〇
m

★
貝
野
下
村
線
舗
装
　
二
八
O
m

★
田
沢
下
村
線
舗
装
　
］
八
O
m

★
田
沢
・
山
崎
線
舗
装
一
八
O
m

★
荒
屋
・
桔
梗
原
線
舗
装
五
〇
〇
m

★
上
山
山
手
線
舗
装
　
二
六
五
m

〈
林
道
〉

★
県
単
林
道

　
角
間
・
土
倉
線
開
設
　
一
八
O
m

★
幹
線
林
道

　
田
代
線
改
良
　
　
　
三
六
六
m

　
田
代
線
舗
装
　
　
　
四
〇
〇
m

★
普
通
林
道
．

　
小
出
・
田
代
線
舗
装
六
〇
〇
m

★
峰
越
連
絡
林
道

　
田
代
線
開
設
　
　
一
、
五
〇
〇
m

水
田
利
用
再
編
対
策
を
は
じ
め

農
業
を
と
り
ま
く
情
勢
に
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
　
し
か
し
、

中
里
村
の
発
展
を
考
え
ま
す
と
、

農
業
の
振
興
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
特
産
物
の
生
産
と
農
業

経
営
の
近
代
化
を
図
り
、
若
者
が

希
望
を
も
て
る
農
業
振
興
を
す
す

め
て
行
き
ま
す
。

〈
圃
場
整
備
〉

★
重
地
地
区

★
清
田
山
地
区

〈
水
路
整
備
〉

★
清
田
山
地
区

★
重
地
地
区

★
新
屋
敷
地
区

一
・
四
㎞

四
・
九
㎞

六
〇
〇
m

一
五
〇
m

七
三
八
m

〈
経
営
近
代
化
施
設
〉

　
〈
小
松
原
V

★
野
菜
集
出
荷
場
、
機
械
格
納
庫
、

　
　
　
　
　
ト
ラ
ク
タ
ー
　
2
台

　
〈
育
苗
〉

　
中
里
村
樹
苗
生
産
組
合
作
業
機

　
械
及
び
資
材
倉
庫

〈
水
田
利
用
再
編
対
策
〉

★
計
画
地
区
転
作
定
着
化
事
業
外

　
五
事
業

〈
就
業
構
造
改
善
事
業
〉

★
農
業
後
継
者
対
策

★
出
稼
対
策

★
婦
人
グ
ル
ー
プ
対
策

　
明
日
の
中
里
村
を
築
き
あ
げ
る

子
供
た
ち
を
り
っ
ぱ
に
育
て
る
た

め
に
は
、
教
育
環
境
を
整
備
し
、

教
育
効
果
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

中
里
村
で
は
、
昭
和
六
卜
年
四
月

開
校
を
目
指
し
て
統
合
中
学
校
の

建
設
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

の
場
を
増
や
す
た
め
に
、
各
集
落

に
集
落
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
統
合
中
学
校
建
設
予
定
〉

五
レ
し
年
度
　
校
舎
建
築

　
　
　
　
　
　
、
完
成
時
の
四
、
、
）
％
〉

五
レ
八
年
度
　
校
舎
建
築

　
　
　
　
　
　
（
完
成
時
の
六
ρ
）
％
）

五
十
九
年
度
　
体
育
館
、
プ
ー
ル
、

　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
今
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た
開
発

課
の
中
に
商
工
観
光
課
を
置
き
、

上
越
新
幹
線
の
開
通
、
国
道
三
五

三
号
線
の
改
良
に
対
応
し
た
、
商

工
観
光
の
発
展
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。

　
中
里
村
は
、
清
津
峡
、
七
ツ
釜

小
松
原
と
天
与
の
観
光
資
源
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を

活
用
し
た
観
光
開
発
に
力
を
人
れ

て
い
き
ま
す
。

《
森
林
総
合
利
用
施
設
（
清
田
山
）
》

★
林
道
改
良
舗
装
一
、
〇
二
〇
m

★
案
内
表
示
板
　
　
　
　
　
二
基

〈
駐
車
場
〉

★
湯
沢
駅
前
駐
車
場
確
保

〈
P
R
〉

★
観
光
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

★
新
潟
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
秋
の
清
津
峡
の
す
べ
て
を
見

　
よ
う
一
九
月
、
十
月
、
十
一
月

ぽζ

iii馬
、
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謎

　
当
村
の
死
亡
原
因
の
第
一
位
は
、

脳
血
管
損
傷
に
よ
る
も
の
で
し
た

が
、
五
十
五
年
か
ら
は
ガ
ン
系
統

が
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
食
生
活
や
タ
バ

套
勇

入

　
　
　
　
　
歳

　
　
円

　
　
千

　
　
7
0

　
　
コ

計
1
0

会
億
　
出

般
21

一
　
　
歳

◆

よだやし、注　射　は

コ
の
吸
い
す
ぎ
に
問
題

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
今
後
も
、
村
民
の
食

生
活
の
改
善
を
図
る
と

と
も
に
各
種
検
診
で
疾

病
の
早
期
発
見
を
行
い

村
民
の
健
康
づ
く
り
の

手
助
け
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
各
種
の
検
診
は

率
先
し
て
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

★
僻
地
保
健
医
薬
品
配

　
布
事
業

★
患
者
輸
送
車
運
行
事

　
業

★
子
宮
ガ
ン
検
診

★
循
環
器
疾
患
予
防
対
策

★
結
核
予
防
対
策

★
予
防
接
種
事
業

★
胃
集
団
検
診

★
塩
分
摂
取
実
態
調
査

★
糖
尿
病
検
査

　
後
記
の
社
会
教
育
な
ど
各
種
事

業
は
計
画
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
　
「
青
少
年
対
象
事
業
」

で
は
、
青
少
年
の
心
身
共
に
健
全

な
る
育
成
と
、
仲
間
づ
く
り
を
通

し
て
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
う
る

活
動
を
期
待
し
、
ま
た
「
成
人
・

婦
人
対
象
事
業
」
で
は
地
域
づ
く

り
の
中
核
者
と
し
て
の
意
欲
づ
け

を
は
か
る
一
方
、
婦
人
団
体
の
進

展
的
な
活
動
を
促
進
す
る
な
ど
の

ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

「
高
齢
者
対
象
事
業
」
で
は
、
活

力
に
満
ち
た
豊
か
な
生
き
方
を
増

進
す
る
た
め
の
意
欲
づ
け
を
は
か

そ の　他

そ の 他
92，570千円

2億10，897干円
地方譲与税
33，494千円

入

商　工　費 44，501干円

22，482干・円 分担金及ぴ負損金

衛　生　費 61，880千円

85，790千円
村 債

公 債 費 1億72，400千円
臆64，379千円 ’撚冷

総 務　費
村 税

1億95，137千円
1億89，983千円

民 生 費 国庫支出金
2億33，187千円

2億21，356千円

土 木 費

3億19，669千円
県支出金

2億75，438千円

農林水産業費

3億62，323千円

雛灘灘
地方交付税

教 育 費 10億9，078千円

5億6，836千円

る
な
ど
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
意
図
を
ふ
ま
え
て
、
積

極
的
に
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
協
調
性
や

連
帯
意
識
が
高
め
ら
れ
、
ひ
い
て

は
、
明
る
い
地
域
社
会
の
発
展
が

確
約
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

〈
み
ん
な
の
た
め
に
〉

★
村
民
教
養
講
座
　
　
二
十
六
回

★
芸
術
祭

★
み
ん
な
の
公
民
館
発
行

★
公
民
館
図
書
の
充
実

★
村
史
編
さ
ん
事
業

★
学
校
開
放
事
業

★
村
民
体
育
祭

★
村
民
球
技
大
会

★
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

★
村
民
野
球
大
会

★
村
民
ス
キ
ー
大
会

★
村
民
ス
キ
ー
教
室

★
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト

★
社
会
体
育
講
演
会

4億3，840千円

…78，503千円

・37，275千円

・67，832千円

◆特別会計

国保事業会計
国保施設会計
簡易水道事業会計

農業共済事業会計

★
村
民
剣
道
大
会

★
村
民
テ
ニ
ス
大
会

★
村
民
テ
ニ
ス
教
室

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
講
演
会

〈
青
少
年
の
た
め
に
〉

★
青
年
講
座

★
青
年
大
会

★
少
年
野
球
教
室

★
少
年
野
球
大
会

★
少
年
剣
道
大
会

★
郡
市
子
供
会
交
歓
会

★
の
び
の
び
チ
ビ
ッ
コ
育
成
活
動

★
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
活
動

〈
婦
人
の
た
め
に
〉

★
婦
人
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

★
若
い
母
親
学
級

★
婦
人
学
級

★
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

★
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

〈
お
年
寄
り
の
た
め
に
〉

★
高
齢
者
講
座

★
老
人
工
芸
展

★
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣

★
中
里
村
老
人
福
祉
大
会

★
老
人
生
き
が
い
対
策

★
老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

こういうふうにしての一やらんだハア

〈
公
共
土
木
〉

★
国
道
三
五
三
号
線
改
良
舗
装
事

　
業
（
東
田
尻
地
内
）

★
国
道
一
一
七
号
線
舗
装
補
修
事

　
業
（
山
崎
地
内
）

★
国
道
三
五
三
号
線
改
良
事
業
（
宮

　
中
地
内
）

★
県
道
中
深
見
越
後
田
沢
停
車
場

　
線
改
良
事
業
（
田
代
地
内
）

★
県
道
田
沢
小
栗
山
線
舗
装
事
業

　
（
旧
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
）

の
★
国
道
二
七
号
線
防
雪
対

も
策
事
業
（
消
賓
イ
プ
布

な
　
　
設
．
田
沢
地
内
）

主
★
県
道
中
深
見
越
後
田
沢
停

の
車
場
焚
害
防
除
事
業
（
落

業
石
防
止
、
鑑
地
内
）

事
★
上
山
ギ
溝
線
消
貫
イ

県
プ
（
干
溝
地
内
）
玉
O
m

国
★
県
道
藻
見
越
後
畏
停
車

る、
　
　
場
線
防
雪
事
業
（
芋
川
地
内
）

㌧て
★
重
準
小
出
線
改
良
事
業

し
　
（
特
豪
代
行
）

望
★
姦
河
川
改
良
事
業
（
七

要
川
●
掘
之
川
）

く
★
一
級
河
川
砂
防
事
業
（
深

強
．

　
　
　
沢
川
・
阿
沢
川
）

★
地
す
べ
り
対
策
事
業
（
下
山
地
内
）

〈
農
地
関
係
〉

★
国
営
苗
場
山
麓
総
合
農
地
開
発

　
事
業
（
第
二
地
区
小
松
原
工
区
）

〈
治
山
治
水
〉

★
地
す
べ
り
防
止
事
業
（
土
倉
．

　
倉
下
・
角
間
六
ヵ
所
）

★
復
旧
治
山
事
業
（
朴
木
沢
・
朴

　
木
沢
新
田
・
西
田
尻
地
内
〉

★
な
だ
れ
防
止
事
業
（
土
倉
・
倉

　
下
・
西
田
尻
地
内
）

★
小
規
模
荒
廃
地
復
旧
事
業
（
小

　
出
・
掘
之
内
地
内
）
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新
学
期
に
入
り
、
子
供
た
ち
は
、

希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
学
校

に
通
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
陽
気
が
よ

い
た
め
運
転
者
の
気
持
も
つ
い
ゆ

る
み
が
ち
に
な
り
、
交
通
事
故
が

増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
子
供
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
は
、
子
供
た
ち
の
特
性

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

特
性
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と

が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

の
一
つ
の
も
の
に
注
意
が
向
く
と

周
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
く
な

り
、
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
急
に

道
路
に
飛
ぴ
出
し
た
り
す
る
。

口
も
の
事
を
単
純
に
し
か
理
解
で

き
な
い
た
め
、
横
断
歩
道
で
旗
さ

え
上
げ
れ
ば
、
車
が
止
ま
っ
て
く

れ
る
と
思
い
こ
ん
で
い
る
。

の
子
供
は
感
情
に
動
か
さ
れ
る
た

め
、
何
か
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
る

と
浮
き
浮
き
し
て
落
ち
着
き
が
な

く
な
り
、
反
対
に
叱
ら
れ
た
り
す

る
と
そ
の
事
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に

覆
イ

な
っ
て
し
ま
っ
て
周
り
の
こ
と
に

注
意
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
道

路
に
飛
び
出
し
た
り
し
ま
す
。

　
新
入
園
、
新
入
学
を
さ
れ
た
子

供
さ
ん
を
も
つ
家
庭
で
は
、
親
子

で
何
回
も
通
園
、
通
学
路
を
歩
い

て
交
通
マ
ナ
ー
を
体
で
覚
え
さ
せ

ま
し
よ
・
つ
。

9豪惣ダ
瀞
、
劇

車さんぷつかっちゃいやよ一

酬

㌦
　
　
　
陸

㌦副

副
　
　
田
沢
小

㌦”
㎞

…
＊
高
道
山
小

ぽ考

ε
－
…
5
…
＝
辱
9
…
F
…
も
・
，
…
噸
一
3
…

教
職
員
人
事
異
動
名
簿

【
転
出
さ
れ
た
先
生
】

学
校
名
　
　
職
名
　
　
氏
　
名
　
　
転
出
先

だ
倉
俣
小

皿
ん一

こ
　
、

｝
生
貝
野
4

莞
窪
峡
小

“
＊ぞ皿

気
完
土
倉
分
校

…
お
畏
中

蛋莞脂
＊
倉
俣
中

曜
　
　
貝
野
中

教
諭
　
藤
田
末
作

〃
　
片
桐
重
弘

〃
　
笠
原
秀
恵

津
南
中

六
日
町
小

中
能
生
小

教
諭
　
牧
野
恒
男
　
葛

〃
　
岩
田
春
代
　
下

〃
　
小
川
順
子
　
岩

oの
』V，

　
最
近
子
供
が
飼
い
犬
に
か
ま
れ

て
重
傷
を
負
う
と
い
う
悲
惨
な
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
い
た
ま
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、
愛
犬
家
の
皆
さ
ん
か
ら
次
の

こ
と
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

θ

■』o

入
れ
て
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
鎖
を
つ
け
て
飼
う
場
合

で
も
、
玄
関
や
道
路
に
面
し
た
と

こ
ろ
で
は
適
度
な
“
さ
く
”
を
設

け
る
な
ど
を
し
て
他
人
に
危
害
を

お
よ
ば
さ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し

て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
犬
が
人
を

か
ん
だ
ら
す
ぐ
に
役
場
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

教
諭
　
織
田
護
老

〃
　
坂
西
直
子

教教
諭頭

〃

増
　
　
員

藤
木
秀
勝

山
内
生
三

小
川
久
子

笹
川
成
信

塚条巻

關
、
登
録
と
予
防
注
射

　
毎
年
一
回
、
役
場
を
通
じ
て
保

健
所
に
登
録
を
し
、
年
二
回
狂
犬

病
の
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
て
く

だ
さ
い
。
鑑
札
や
注
射
済
票
は
必

ず
首
輪
に
つ
け
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。二

、
犬
は
必
ず
鎖
り
で
つ
な
い
で

　
犬
の
放
し
飼
い
は
、
他
人
に
危

害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
必
ず
つ
な
い
で
飼
っ
て
く
だ

さ
い
。
特
に
土
佐
犬
、
秋
田
犬
、
シ

ェ
パ
ー
ド
な
ど
の
大
型
犬
に
つ
い

て
は
犬
小
屋
も
し
く
は
、
オ
リ
に

三
、
適
崖
な
遺
動
を
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
犬
の
健
康
の
た
め
に
、
一
日
に

一
回
は
散
歩
を
兼
ね
て
犬
に
運
動

を
さ
せ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

四
、
死
亡
し
た
と
き
は

　
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
は
、

役
場
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

死
骸
は
津
南
町
の
ゴ
ミ
焼
却
場
で

も
取
扱
っ
て
く
れ
ま
す
。

新
潟
小

高
道
山
小

野
中
小

清
津
峡
小

川
井
小

白
根
小

教
諭
　
大
図
真
五
　
勧
奨
退
職

教
頭
　
山
田
　
登

教
諭
　
斉
木
　
茂

養
教
　
竹
田
富
子

教
頭
　
関
　
四
郎

教
諭
　
堀
井
正
男

校
長
　
相
沢
陽
一

教
頭
　
伊
藤
　
登

教
諭
　
南
雲
カ
ッ
ミ

〃
　
竹
田
一
夫

講
師
　
若
井
紀
子

柏
崎
市
教

育
委
員
会

六
日
町
中

飯
　
　
小

米事中
　　越
山務教

中所育

柏
崎
市
教

育
委
貝
会

能
生
南
中

津
南
中

妙
高
中

期
間
満
了

【
転
入
さ
れ
た
先
生
】
臨

　
　
氏
　
名
　
　
旧
任
校
噸

　
　
小
島
義
秀
　
津
南
原
小
卍

　
　
庭
野
和
男
　
中
野
俣
小
曜

　
　
穴
沢
正
英
新
採
用
㎞

　
　
山
岸
幸
俊
　
栖
吉
4
剛

ノ　
　
涌
井
ま
す
み
（
講
師
）
一

、／　
　
坂
西
直
子
　
倉
俣
小
一

、ノ

　
　
大
橋
英
夫
新
採
用
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
田
中
美
枝
子
　
妙
高
南
小
㌦

　
　
石
沢
祥
代
　
中
津
小
一

　
　
山
内
生
三
　
清
津
峡
小
鼎

　
　
渡
辺
靖
根
岸
小
凹

　
　
神
田
よ
し
子
葛
塚
小
幽

　
　
渡
辺
　
義
　
川
東
小
㎡

　
　
保
坂
　
　
　
馬
場
小
副

　
　
市
左
工
門
　
珠
田
分
校
㌦

　
　
菊
地
洋
一
一
西
　
　
中
臨

　
　
立
石
徳
秀
新
採
用
訓

　
　
富
井
悦
子
下
条
中
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
一

　
　
山
下
克
利
4
国
中
鴨

　
　
徳
永
一
位
東
　
中
㌦

　
　
小
林
　
公
　
四
郎
丸
小
曜

　
　
六
川
猛
夫
　
上
越
市
教
卍

　
　
　
　
　
　
　
育
委
員
会
腕

　
　
神
田
正
俊
　
黒
崎
中
畑

　
　
田
中
和
之
　
東
小
千
谷
中
幽

　
　
滝
沢
靖
子
三
箇
小
一

｝
『
葦
達
多
㌔
ま
『
｝
§
亀
垂
F
■
…
曹
鞠
星
2
ま
。
…
－
一
霊
ま
一
…
1
3
」
…
等
」
＝
認

　
　
　
、
国
民
年
金
制
度
に
は
、

度
他
の
制
度
に
は
み
ら
れ
な

制
い
「
免
除
制
度
・
が
脅

除
ま
究
こ
れ
は
保
険
料
を

免
納
付
す
る
の
が
経
済
的
に

　
　
困
難
な
場
合
、
県
知
事
に

？か
申
請
書
を
提
出
し
、
審
査

　
　
　
承
認
を
う
け
、
そ
の
年
の

す
葦
分
の
保
険
料
を
免
除

で
す
る
制
度
で
究

知
，
こ
の
手
続
き
を
怠
り
、
保

存
険
料
の
朱
納
を
作
呈
す

騨
》
と
万
一
の
時
障
害
年
金
・

　
　
　
母
子
年
金
の
支
給
を
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
緋
ま
す
。

次
の
よ
う
な
方
で
、
保
険
料
の
免

除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
社
会
福

祉
課
年
金
係
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

」
所
得
が
な
い
と
き
。

乞
本
人
、
ま
た
は
そ
の
世
帯
の
人

　
が
生
活
保
護
法
、
ら
い
予
防
法

・
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
と
き
。

歌
地
方
税
法
に
定
め
る
障
害
者
、

　
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
年
間
の

　
所
得
が
八
十
万
円
以
下
で
あ
る

　
と
き
。

生
そ
の
他
、
保
険
料
を
納
め
る
の

　
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
時
な
ど
。

　
　
　
　
つ

へ
匿
幅（

曲
．
鯵
＾
σ

！
●
、
噂
っ
’
，
　
聖

　
．
’
、
㌔
！
、
丸

国民年金に
保険料の免除

があり3す。

とマ◎’広報か
No．309　57．4．10（5）

　
水
田
転
作
に
よ
り
大
豆
の
作
付

が
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、
五
十

五
年
度
よ
り
始
め
ま
し
た
大
豆
共

済
は
、
昨
年
十
四
戸
、
三
・
二
ヘ

タ
タ
ー
ル
の
加
入
申
込
み
が
あ
り
、

土
壌
湿
潤
害
等
の
被
害
に
よ
り
四

万
七
千
円
ほ
ど
の
共
済
金
を
支
払

い
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
異
常
気
象

の
影
響
で
不
安
定
な
作
柄
が
続
い

て
い
ま
す
の
で
万
一
の
災
害
に
備

え
て
加
入
さ
れ
る
よ
う
に
お
す
す

め
し
ま
す
。

●
加
入
の
条
件

　
五
ア
ー
ル
以
上
作
付
が
あ
れ
ば

加
入
で
き
ま
す
。
　
（
畦
畔
大
豆
、

作
り
捨
て
な
ど
で
通
常
の
肥
培
管

理
が
で
き
な
い
も
の
は
除
外
さ
れ

ま
す
。
）

●
対
象
と
な
る
事
故

風
水
害
・
干
害
・
冷
害
・
ひ
ょ
う

害
等
自
然
災
害
、
火
災
・
病
虫
害

鳥
獣
害
。

●
責
任
期
間

発
芽
期
（
移
植
期
）
か
ら
収
穫
す

る
ま
で
で
す
。

●
共
済
金
の
支
払
い

減
収
量
が
基
準
収
穫
量
の
二
割
を

超
え
た
場
合
、
一
キ
ロ
に
つ
き
二

百
八
十
七
円
の
共
済
金
を
支
払
わ

れ
ま
す
。
た
だ
し
防
除
、
栽
培
管
理

等
が
悪
く
て
減
収
し
た
も
の
は
、

分
割
評
価
に
よ
り
共
済
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

●
負
担
掛
金

十
ア
ー
ル
当
た
り
基
準
収
穫
量
百

二
十
五
キ
ロ
の
場
合
を
例
に
と
り

ま
す
と
、
国
庫
負
担
額
六
割
を
差

引
い
た
掛
金
は
千
二
十
円
で
す
。

こ
の
う
ち
転
作
か
ら
の
補
助
と
、

共
済
か
ら
防
除
費
と
し
て
一
部
を

負
担
し
ま
す
の
で
、
実
際
の
農
家

負
担
掛
金
は
、
十
ア
ー
ル
当
た
り

賦
課
金
二
百
円
を
含
め
、
三
百
～

四
百
円
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

　
申
込
み
、
問
い
合
せ
先

農
政
課
農
業
共
済
係
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

い
ま
す
と

度
）
か
ら
は
奨
励
金
が
削
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
情
勢
の
中
で

　
国
を
あ
げ
て
の
行
政

改
革
。
そ
ん
な
中
で
昨

年
七
月
十
日
臨
時
行
政

調
査
会
か
ら
第
一
次
答

申
が
で
ま
し
た
。
そ
れ

を
見
ま
す
と
、
水
田
利

用
再
編
対
策
に
つ
い
て

「
当
面
現
体
系
の
枠
組

み
の
中
で
、
経
費
節
減

合
理
化
に
極
力
努
め
る
。

さ
ら
に
、
第
三
期
以
降

の
対
策
に
つ
い
て
は
転

作
作
物
の
選
択
に
配
慮

し
つ
つ
、
奨
励
金
依
存

か
ら
の
早
期
脱
却
を
図

る
。
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
一
口
に
言

、
第
三
期
（
五
十
九
年

も
転
作
を
実
施
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
現

状
で
は
転
作
を
個
人
く
が
バ
ラ

バ
ラ
に
実
施
し
、
捨
て
作
り
に
近

い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
が
こ
れ

を
や
め
て
、
転
作
田
を
一
～
二
箇

所
（
集
落
ご
と
）
に
ま
と
め
て
合

理
的
に
行
い
現
金
収
入
を
上
げ
る

以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
各
集
落
ご
と

に
転
作
定
着
化
推
進
委
員
を
中
心

に
話
し
合
い
を
す
す
め
、
第
三
期

の
始
ま
る
ま
で
に
、
転
作
田
か
ら

現
金
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
体

制
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
な
お
、
転
作
の
進
行
に
伴
い
米

作
へ
の
取
り
組
み
が
と
も
す
る
と

遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
何
と

い
っ
て
も
農
家
経
営
の
基
盤
で
す

の
で
、
今
後
と
も
銘
柄
米
の
比
率

の
増
大
と
一
等
米
の
出
荷
を
心
が

け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

米穀に関する目標値設定について

項　　　　目
58村
目標

56村
実績

60魚、1召

目標

56魚沼

実績
備　　　　　　　考

奨励品種の普及率％ 95 フ8．8 95以上 98
鋤離一1・劉コシヒカリ・齪生越みのll
・ホウネンワセ・卜陶キワセ）五筋石・たか・憾

銘柄米品種作付率％ 85 ア7．8 85以上 83
コシヒカ1レ灘生趣みのり郊ウネンワセ

トドロキワセ

！Oa当たり収量㎏ 470 426 σ鋤上 436
a幽度作況指数
　　中里一舶　県一95中魚1脚一97

1等米出荷比率％ 85 69．9 85以上 73．8

良質米生産団地の責成
倉俣
本村

go集団 50
銘柄品種の1鮒団地化・集団栽培の推進

普及所の推せんによる（モデル事剰

土づ（り指針の作成
土づくリ

マ炉械
嚇揮
調査済 1鰹 5 土づくl／マンプの作成活用

命ぬ▲紬6ぬ紬6

舞
鹸
呂
蓋
彗
讐

ぬ
舶
　
口
臭
は
人
に
不
快
な
感
じ
を
与

紬
え
な
が
ら
、
自
分
で
は
気
づ
か
ず

6凸
人
に
言
わ
れ
て
パ
ッ
と
す
る
…

紬紬
始
末
の
悪
い
も
の
で
す
。

6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ぬ
　
お
酒
を
飲
ん
だ
リ
　
ギ
ョ
ー
ザ

植合
を
食
べ
た
と
き
の
残
臭
な
ら
、
口

ぬ

紬
を
水
で
す
す
ぐ
と
時
間
と
と
も
に

紬
消
え
ま
す
。
ま
た
、
歯
の
磨
き
方

轟
帥
や
義
歯
の
手
入
れ
が
悪
い
た
め
に

ぬ

紬
食
べ
た
も
の
の
カ
ス
が
た
ま
り
、

▲

｛
こ
れ
が
ニ
オ
イ
の
原
因
に
な
っ
て

砧
　
　
　
、

6
い
る
と
き
は
　
歯
磨
き
を
正
し
く

ぬ

～
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
！

　
歯
肉
炎
や
、
歯
槽
膿
漏
、
虫
歯

な
ど
歯
の
病
気
が
あ
る
場
合
や
、

胃
や
食
道
、
鼻
、
気
管
、
肺
に
病

気
が
あ
る
場
合
に
も
口
の
中
が
臭

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
番
多
い
の
は
、
歯
肉
炎
や
歯

槽
膿
漏
で
、
こ
れ
ら
の
患
部
か
ら

出
る
膿
汁
と
、
歯
と
歯
肉
の
す
き

間
や
歯
石
の
下
な
ど
に
た
ま
っ
た

食
べ
か
す
が
い
っ
し
ょ
に
な
り
、

こ
こ
に
細
菌
が
繁
殖
し
て
ニ
オ
イ

を
発
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
歯
の
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
第
一
で
す
。
同
時
に
歯
み
が
き

を
正
し
く
行
う
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　
胃
な
ど
に
病
気
の
あ
る
場
合
の

口
臭
は
、
専
門
医
の
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
先
決
で
す
が
、
治
療
を

受
け
な
が
ら
も
、
う
が
い
薬
な
ど

を
使
っ
て
口
の
中
を
さ
っ
ぱ
り
と

さ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

残
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★
短
期
雇
用
特
例
一
時
金
の
受
給

手
続

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
方
で
、

雇
用
保
険
の
特
例
一
時
金
を
受
給

す
る
場
合
は
次
の
要
領
で
お
願
い

し
ま
す
。

一
、
受
給
を
希
望
す
る
人
は
、
離

職
票
・
出
稼
労
働
者
手
帳
を
持
参

の
上
、
必
ず
役
場
社
会
福
祉
課
に
寄

っ
て
か
ら
十
日
町
職
業
安
定
所
（
以

下
職
安
）
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

二
、
職
安
に
は
、
次
の
書
類
等
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
8
離
職
票

　
⇔
被
保
険
者
証

　
の
出
稼
労
働
者
台
帳

　
㈹
求
職
補
助
紙

　
o⇒
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届

　
因
出
稼
労
働
者
手
帳

　
㈲
印
鑑

　
の
写
真

三
、
職
安
へ
の
出
頭
日
及
び
時
間

は
次
の
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
出
頭
日
〉

●
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
。
た

だ
し
、
四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月

五
日
ま
で
は
避
け
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

●
農
繁
期
直
前
は
、
農
繁
期
が
終

っ
て
か
ら
に
し
て
く
だ
さ
い
．
、

〈
時
　
間
〉

●
出
頭
時
間
は
、
集
団
指
導
を
行

う
都
合
上
、
午
後
一
時
と
し
ま
す
。

四
、
そ
の
他
不
明
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
社
会
福
祉
課
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。

φ
て
い
ま
す
が
、
ご
家
庭
で
い

し葛　
　
ら
な
く
な
っ
た
古
毛
布
で
手

　
　
作
り
の
ア
イ
ロ
ン
台
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
自
分
で
作
っ
た

方
が
使
い
や
す
く
効
果
的
で
す
。

　
作
り
方
は
、
ま
ず
毛
足
の
短
か

く
な
っ
た
古
毛
布
を
用
意
し
、
四

つ
に
た
た
み
ま
す
。
そ
し
て
ざ
っ

と
止
め
て
、
さ
ら
し
て
い
な
い
天

欣
二
木
綿
で
カ
バ
ー
を
か
け
れ
ば
で

き
あ
が
り
で
す
。

　
古
く
な
っ
た
毛
布
は
捨
て
る
の

も
も
っ
た
い
な
い
の
φ
＼
ぜ
ひ
、

作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ア
イ
・

ン
か
け
が
楽
に
な
る
こ
と
は
う
け

あ
い
で
す
。
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捌略の父
影
－
鯨
・
熱

＊行・事・予・定＊

　　　　※変更することがあります。
　　　　・御用の際は担当課で確認を

・
灘
灘
監

鰯
・
雪
ー
遷
・

　
と
か
く
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
冬
の
生
活
の
中
で
、
雪
に

負
け
ず
に
雪
国
で
な
け
れ
ば
で
き

な
い
運
動
会
を
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
は
じ
め
ら
れ
た
雪
上
運
動
会

も
、
早
い
集
落
で
は
八
回
を
数
え

て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
は
新
し
い
試
み
に
多
く

の
人
た
ち
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た

が
今
で
は
ど
こ
の
集
落
で
も
少
し

11（日） 休日救急医（津南病院02576－5－3161）

春
の
交
通
安
全
運
動

12（月）

13（火〉 狂犬病予防注射（日程は別紙配布）

14（水） 狂犬病予防注射（日程は別紙配布）

15㈹

老人工芸展（老人センター9：00～16：00）

農地相談
　（東田尻集会センター9：00～12：00）

16㈲

心配こと相談日（老人センター）
農地相談（役場9：00～5：0〔））

老人工芸展（老人センター9：00～13：00）

17（D
土用

農地相談
　（倉俣生活改善センター9：00～12：00）

18（日） 休日救急医1大島医院02575－2一一2957）

19（月〉 農地相談
　　（貝野多目的センター9：00～12：00）

20（廻 農地関係許可申請メ切

21（水）

22（木） 乳幼児検診・産後検診
　　　　（保健センター13：00～14二〇〇）

23（金

妊婦検診（上村病院13：30～14：00）

母親学級（保健センター8130～9：00）

心配こと相談日（老人センター）

24（土）

25（日） 休日救急医（中条病院02575－7－3018）

県知事選挙投票日
26（月〉

27（灼

28（胸

29（網

天皇誕生日
養魚センター、釣掘りオープン

休目救急医（山口医院02575－5 20031

30（斜

心配こと相談日（老人センター）

国民年金定例相談日（杜会福祉課1

行政相談目1老人センター）
中里村農業委員会

動（ll）

2（H）
休日救急医（上村病院2111）
鯉の即売会（養魚センター）

3（月）

憲法記念日

鯉の即売会1養魚センター）
休日救急医！至誠堂医院02575 2－3276）

4（殉

5（水） 子どもの日
休日救急医（池田医院02575－2－2581）

6㈲

7（斜

1歳半児検診
　　　（保健センター13：00～14：00）
心配こと相談日（老人センター／

8（D

9（日） 休日救急医（津南病院02576－5 3161）

10（月） 愛鳥週問

農業者年金定例相談日1農政課）

醸ぼ

講し
懇．

五

ず
つ
参
加
者
が
減
っ
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
ど
こ
の
集
落

で
も
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
青
年
、

壮
年
、
婦
人
、
老
人
の
代
表
者
が

集
ま
っ
て
楽
し
く
、
珍
し
い
競
技

を
考
え
出
し
て
マ
ン
ネ
リ
化
を
防

い
で
い
る
よ
う
で
す
。

　
宮
中
の
雪
上
運
動
会
は
、
去
る

三
月
十
四
日
に
行
わ
れ
、
約
一
一
百

名
の
参
加
者
が
春
の
暖
か
い
陽
ざ

ウーウンうまくいかないよう（田中）

し
の
中
で
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　
お
み
き
を
ぐ
つ

と
あ
お
っ
て
ア
ベ

ッ
タ
風
船
割
り
に

出
場
し
た
隣
の
父

ち
ゃ
ん
と
母
ち
ゃ

ん
に
「
O
O
の
父

ち
ゃ
ん
が
ん
ば
れ
」

「
母
ち
ゃ
ん
し
っ

か
り
つ
か
ま
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
一
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

声
援
が
飛
び
ま
す
。
「
ヨ
イ
シ
ャ
！

ま
か
し
と
け
」
と
父
ち
ゃ
ん
「
パ

柔
ヨ
」
と
母
ち
ゃ
ん
、
二
人
の
呼
吸

も
ピ
タ
リ
と
合
い
、
見
事
一
等
賞

を
と
り
ま
し
た
。

　
百
足
競
争
で
は
、
オ
イ
ッ
チ
ニ

オ
イ
ッ
チ
ニ
の
掛
け
声
は
威
勢
が

良
い
の
で
す
が
足
並
は
そ
ろ
わ
ず
、

滑
っ
た
り
、
こ
ろ
ん
だ
り
の
奮
闘

に
応
援
席
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
雪
を
利
用
し
た
地
域

ぐ
る
み
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を

い
つ
ま
で
も
続
け
た
い
も
の
で
す
。

　　　　　　　　　　艇　　　　　　　麟　　　　　遽懲驚

　南本

　　屋し、亟

　ロ念　敷
入正
り

ず＿ら

　
貝
野
青
年
会
を
復

活
し
た
メ
ン
バ
！
の

一
人
で
、
現
在
貝
野

青
年
会
の
会
長
を
し

て
い
る
南
雲
正
一
郎

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
南
雲
さ
ん
は
十
日

　
　
　
　
　
　
　
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
い
の
で
青
年
会

と
い
う
組
織
に
し
ま
し
た
．
一
」
青
年

会
活
動
で
一
番
大
事
な
こ
と
は
「
青

春
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
で
す
よ
。

年
寄
り
に
な
っ
て
か
ら
自
慢
で
き

る
よ
う
な
．
『
い
ま
会
員
は
二
十
五

名
く
ら
い
で
す
。
「
な
か
な
か
会
員

が
増
え
な
く
て
困
っ
て
る
ん
で
す

灘
辮
＠
◎
＠
＠
㊧
⑤
⑤

験
室
は
、
生
コ
ン
の
品
質
管
理
を

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
ミ
ス
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
か
ら
緊
張
の
連
続
で
す

け
ど
そ
れ
だ
け
に
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
。
」

　
貝
野
青
年
会
の
復
活
に
努
力
さ

れ
た
そ
う
で
す
ね
、
、
　
「
イ
ヤ
ー
は

じ
め
は
、
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い

る
若
者
た
ち
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

チ
ー
ム
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

集
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。
け
れ
ど
も

こ
れ
だ
と
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
を
し
な

よ
。
な
に
せ
ほ
と
ん
ど
が
十
日
町

な
ど
へ
勤
め
て
い
て
、
帰
り
が
遅

い
ん
で
す
よ
。
地
元
へ
勤
め
口
が

あ
れ
ば
違
う
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
ρ
」

村
に
要
望
す
る
こ
と
は
「
い
ま
、
体

協
も
会
員
が
減
っ
て
き
て
い
る
で

し
よ
う
。
も
う
少
し
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
力
を
入
れ
て
も
ら
い
、
年
に

二
～
三
回
は
球
技
大
会
を
開
い
で
、

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
」
南
雲
さ
ん

は
若
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
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診
　
　
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
　
咽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
40

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
局
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
開
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
局
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
送
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
放
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
ヒ
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
レ
臥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
テ
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
寸
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
舛
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
弓
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
儲

響
黙ー

噌
難

績罷§憲專釜編

－
見
て
く
だ
さ
い
私
の
青
春
を

　
　
　
あ
な
た
と
同
じ
よ
う
に

　
　
　
　
素
晴
ら
し
い
青
春
を
ー

映
画
「
典
子
は
今
」
上
映

　
「
典
子
は
今
」
が
次
の
と
お
り

上
映
さ
れ
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
P
T
A
、
婦

人
会
、
民
生
委
員
の
人
た
ち
が
心
身

障
害
児
者
援
護
施
設
「
な
か
ま
の

家
」
　
「
つ
く
し
園
」
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
前
売
券
購
入
の
お
願
い
に
あ
が

り
ま
す
の
で
御
協
力
を
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記

●
上
映
期
間

　
　
四
月
五
日
～
四
月
二
十
三
日

●
場
　
　
所

　
　
十
日
町
「
松
竹
」

●
前
売
券

　
　
窓
口
料
金
干
四
百
円
の
と
こ
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｝
v
　
　
「
五
・
四
・
三
・
二

　
　
　
＾
・
丁
ヨ
シ
」
ス
タ
ー

騨
　
灘

懸
た
第
、
二
回
村
内
学
童
親

灘
諾
欝

　　　詣　　　憂　　’書　　3　豊蔵’羅機．
ε

．
峻
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地
内
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

今
年
は
小
雪
だ
っ
た
た
め
鷹
羽
に

会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
小
学
生
二
十
二

名
中
学
生
卜
七
名
が
参
加
し
、
自

己
の
体
力
と
記
録
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
小
学
生
男
女
（
四
年
生
以
上
）

は
ニ
キ
ロ
、
中
学
生
女
子
は
五
キ

ロ
、
中
学
生
男
子
は
八
キ
ロ
に
挑

戦
し
、
見
事
全
員
が
完
走
し
ま
しヤッター一やっと着いたぞ

た
。　

疲
れ
切
っ
て
ゴ
ー
ル
に
入
－
．
て

く
る
選
手
の
ど
の
顔
に
も
、
完
走
を

し
た
満
足
感
が
う
か
か
え
ま
し
た
．

〈
小
学
生
の
部
〉

〈
男
子
〉

一
位

二
位

三
位

〈
女
子
〉

一
位

二
位

三
位

山
田
勝
幸
　
高
道
山
㈹

南
雲
康
弘
　
倉
俣
⑥

井
之
川
正
年
　
貝
野
＠

井
之
川
邦
恵
　
田
沢
㈲

渡
辺
好
美
　
高
道
山
＠

山
田
洋
子
　
高
道
山
㈹

〈
中
学
生
の
部
〉

〈
男
子
V

　
一
位
　
中
島
　
稔

　
二
位
　
南
雲
一
則

　
三
位
　
江
口
忠
宏

〈
女
子
〉

　
一
位

貝
野
㈲

貝
野
㈲

田
沢
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
田
あ
ゆ
美
田
沢
㈲

霞
露
露
露
露
露
饅
蓼
躍
塁
躍
匿
露
露
塁
罎
露
露
謹
露
露
露
饅
露
農
蓬
語
薩
露
匿
8

新
婚
簸
講

礫G

鰯
墜

関田

谷沢

ま今
さ朝
い雄

さ

ん

　
今
年
の
一
月
に
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
直
人
ち
ゃ
ん
を
囲
ん
で
幸
せ

い
っ
ぱ
い
の
関
谷
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

　
二
人
の
知
り
あ
っ
た
き
っ
か
け

は
、
今
朝
雄
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の

知
人
に
よ
る
紹
介
で
し
た
。

　
初
め
て
会
っ
た
と
き
は
、
　
「
こ

の
人
（
今
朝
雄
さ
ん
）
メ
ガ
ネ
を

か
け
て
い
た
ん
で
す
よ
。
後
で
聞

い
た
ら
だ
て
メ
ガ
ネ
だ
っ
た
ん
で

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
始
め
か
ら
話

が
す
ご
く
合
っ
て
い
い
な
あ
ー
と

思
い
ま
茎
今
で
は
お
！

互
い
に
「
ま
さ
い
」
「
あ
ん
調

た
」
と
呼
び
名
も
甘
い
。
　
　
細

　
ケ
ン
カ
は
「
結
婚
し
た
ば
か
㎜

り
の
こ
ろ
・
今
朝
雄
さ
ん
が
穐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
㎜

を
飲
ん
で
遅
く
な
っ
潅
き
㎜

一
了
三
回
し
た
け
ど
今
は
ほ
閲

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
一
ど
ん
な
㎜

家
庭
を
「
み
ん
な
が
仲
の
良
い
㎜

家
庭
」
夫
婦
円
満
の
秘
決
は
・
急

互
い
に
ガ
マ
ン
す
る
と
こ
ろ
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
㎜

ガ
マ
ン
す
る
こ
と
じ
ゃ
な
㌧
で
㎜

す
か
。
」
最
後
に
若
い
独
身
者
に
㎜

一
言
「
ま
じ
め
に
や
っ
て
い
れ
㎜

ば
必
ず
よ
い
人
が
見
つ
か
り
ま
舳

す
よ
で
自
分
の
体
験
を
通
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
．
　
．
㎜

雛

雛

　
中
魚
沼
漁
協
で
は
、
去
る
一
、
一
目

二
十
日
に
、
ふ
化
場
て
体
長
し
セ

ン
チ
ほ
ど
に
育
っ
た
サ
ケ
の
稚
魚

四
十
万
匹
を
清
津
川
と
信
濃
川
（

え
ん
堤
下
流
）
に
分
け
イ
、
放
流
し

ま
し
た
。

　
清
津
川
の
放
流
に
は
、
津
南
町

の
三
箇
小
学
校
の
児
童
四
十
七
名

（
三
年
生
以
上
）
が
手
伝
い
に
来

て
く
れ
、
初
め
て
見
る
サ
ケ
の
稚

魚
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
　
「
き

っ
と
帰
っ
て
き
て
ね
」
　
「
元
気
で

ね
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
サ
ケ
の

稚
魚
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
サ
ヶ
の
放
流
で
母
な
る
川
に
帰

　　　　　　浩　　　望攣
　
去
る
四
月
十
三
日
、

村
内
の
中
学
校
で
一
斉

に
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
学
校
火
災
に
見
舞
わ

れ
不
自
由
な
中
で
最
後
の

攣　
　
　
中
学
校
生
活
を
送
っ
た

　
　
　
貝
野
中
学
校
の
十
九
名

雛獣欝噸鰭

欝
懸

っ
て
く
る
の
は
〇
二
二
％
ぐ
ら
い

と
い
い
ま
す
。
私
た
ち
も
サ
ケ
が

い
つ
ま
で
も
の
ぼ
っ
て
来
れ
る
よ

う
に
川
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

、～、とって帰ってきてね

　
の
卒
業
生
た
ち
は
、
相
沢
校
長
先

　
生
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
困
難
に
打
ち

　
勝
つ
強
い
意
志
と
他
人
を
思
い
や

　
る
や
さ
し
い
心
を
も
つ
よ
う
に
と

　
の
励
ま
し
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
十
九
名
の
卒
業
生
た
ち
は
、
ふ
る

　
さ
と
貝
野
を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

　
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

た
　
　
今
年
の
卒
業
生
は
、
田
沢
中
学

し
校
六
十
二
名
、
倉
俣
中
学
校
十
五

ま
り
名
、
貝
野
中
学
校
十
九
名
で
す
。

諏
　
小
学
校
九
十
三
名
卒
業

話
　
　
村
内
の
小
学
校
で
は
、
三
月
二

世　
十
四
日
、
二
十
五
日
に
そ
れ
ぞ
れ

お変
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大ん
　
　
田
沢
小
学
校
五
十
六
名
、
倉
俣

さ
小
学
校
十
一
名
、
貝
野
小
学
校
九

な
み
名
、
高
道
山
小
学
校
＋
四
名
、
清

　
津
峡
小
学
校
三
名
で
す
。

ろ
チ
ャ
リ
テ
ィ
前
売
券
は
、

千
．
白
円
で
す
。

主
催
「

典
子
は
今
」
上
映
協
力
会

後
援
●
十
日
町
・
中
魚

　
　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
●
中
魚
・
十
日
町

　
　
　
　
　
P
T
A
連
合
会

詳
し
く
は
、
中
里
村
社
会
福
祉
協

議
会
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
ま
で

広
報
な
か
さ
と
を

知
人
に
送
り
ま
せ
ん
か
〃

　
村
を
離
れ
て
い
る
家
族
や
友
人

に
「
広
報
な
か
さ
と
」
を
送
っ
て

故
郷
を
思
い
出
し
て
も
ら
い
ま
せ

ん
か
。
「
広
報
な
か
さ
と
」
も
二
年

目
に
入
り
、
内
容
の
あ
る
広
報
紙

と
な
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
皆
様
か
ら
も
可
愛
が
っ
て
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
任
期
満
了
に
伴
う
、
新
潟
県
知

事
選
挙
が
四
月
二
十
五
日
に
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　
投
票
日
に
ど
う
し
て
も
仕
事
や

用
事
の
た
め
、
ま
た
、
病
気
の
た

め
投
票
所
に
行
か
れ
な
い
人
は
、

三
月
三
十
一
日
か
ら
四
月
二
十
四

日
ま
で
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
の
で
、
投
票
し
た
い
入
は
役
場

へ
印
鑑
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
．

　
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
（
二
五
一
一
）


